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地域再生計画 

 

１ 地域再生計画の名称 

日吉津村ふるさと創生推進計画 

 

２ 地域再生計画の作成主体の名称 

鳥取県西伯郡日吉津村 

 

３ 地域再生計画の区域 

鳥取県西伯郡日吉津村の全域 

 

４ 地域再生計画の目標 

 本村は、2015年８月末現在 3,478人の人口で、これまで人口は、増加傾向で推

移して来ました。人口推計において、国立社会保障・人口問題研究所（社人研）

では 2035 年までは人口が増え、日本創生会議は人口が増え続けると予測してい

ます。しかし、自然増減については、死亡者数は横ばい、出生者数は増加傾向で

あったものの近年は、アパートなどの賃貸物件に居住されている方が結婚や出産

を機に転出されることを要因として減少傾向であり、社会増減については、自然

増減と同様に賃貸物件居住者（世帯）の転出入や村内の住宅建設が可能な土地の

不足などを要因として転入者数は微減傾向、転出者数は増加傾向となっています。 

将来的に人口増加の予測があるものの、本村推計においては、出生者が 20人台

後半であった時の出生率で推移するとした場合は、人口は減少していきます。ま

た、階層別人口において、年少人口は、全ての推計で減少傾向を示します。生産

年齢人口については、2035年までは横ばい傾向ですが、その後、減少に転じます。

65歳以上人口では、2050年ごろまで増加し続けます。これとともに高齢化率も上

がり、最大で 34.8％となります。以上より、急激な減少はないものの、推計デー

タから、今後の人口が減少傾向となることが確認でき、そうした状態が続けば、

本村の保育所や村内にある唯一の小学校の維持が難しい状況になり、ひいては村

そのものの維持が困難な状況に陥ってしまいます。 

 これらの課題に対応するため、人口の減少をさせないために今後の施策がより
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重要となります。階層別人口の推計から、子どもを増やす取り組みは勿論ですが、

生産年齢人口が流入する施策にも取り組むことが、人口を減少させず、維持・増

加に効果的であると考えられます。具体的には、「住むなら日吉津！」、「子育

てなら日吉津！！～待機児童ゼロ～」、「仕事づくり！」、「元気なむらづくり！」

を本計画期間における基本目標として掲げ、転入者の増加策、集合住宅居住世帯

の定住策、最低 1.7 の合計特殊出生率の確保、健康寿命延伸の取組等の強化を行

うことで、将来的な人口減少傾向を解消し、人口の増加を目指します。 

 

【数値目標】 

５－２の

①に掲げ

る事業 

ＫＰＩ 
現状値 

（ 計 画 開 始 時 点 ） 

目標値 

（2024年度） 

達成に寄与する

地方版総合戦略

の基本目標 

ア 総人口増加 3,537人 3,550人 
住むなら日吉

津！ 

イ 

待機児童数 0人 0人 
子育てなら日

吉津！！～待

機児童ゼロ～ 

出生率 
1.69 

※村試算値 
1.7 

小学校入学者数 41人 30人 

ウ 
村内就業者数（村内で働

いている方）の増加 
2,220人 2,335人 仕事づくり！ 

エ 

ヴィレステひえづの利用

者数の増加 

延べ16,000

人 

延べ20，000

人 元気なむらづ

くり！ 
健康寿命の延伸 

男性65.4歳 

女性66.6歳 

男性70.0歳 

女性70.0歳 

 

５ 地域再生を図るために行う事業 

５－１ 全体の概要 

５－２のとおり。 

 

５－２ 第５章の特別の措置を適用して行う事業 
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○ まち・ひと・しごと創生寄附活用事業に関連する寄附を行った法人に対する

特例（内閣府）：【Ａ２００７】 

① 事業の名称 

日吉津村ふるさと創生推進事業 

ア 住むならひえづ事業 

イ 子育てならひえづ事業 

ウ 仕事づくり事業 

エ 元気なむらづくり事業 

② 事業の内容 

ア 住むならひえづ事業 

自然環境や交通の利便性が良いこと、歴史的に災害が少ない等の立地条

件の良さ・住みやすさを広く発信するとともに、宅地可能地を所有する

方の意向調査の実施と、空き家情報の把握を行い、情報提供することで、

新たな戸建て住宅の建築の促進と定住を図る事業。 

【具体的な取組】 

・新築住宅借入利息助成事業 

・移住定住促進事業                     等 

イ 子育てならひえづ事業 

子どもを産み育てやすい環境づくりのため、待機児童を出さない取り組

み、保育所・小学校・児童館・子育て支援センター・ファミリーサポー

トセンターが一体となった子育ての切れ目ない支援と経済的負担の軽減

に取組むとともに、子育てに関する総合相談窓口の設置についても検討

を行い、子育て支援の更なる充実を図る事業。 

【具体的な取組】 

・子育て総合支援事業 

・住むならひえづ！官民協働子育て天国推進事業        等 

ウ 仕事づくり事業 

・行政と村内事業所の連携体制の構築により、従業員の確保を始めとす

る事業所の問題解決策を講じ、魅力ある職場づくりを目指す事業。 

・農業においては、今後の担い手の確保を通じ農業の維持・推進を図る
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事業。 

・起業に対する支援を行い、この地で働きたいと思われる就業環境の実

現を目指す事業。 

【具体的な取組】 

・事業所情報の収集発信等支援事業 

・地元人材育成奨学金支援制度                等 

エ 元気なむらづくり事業 

 

・村民等が、主体的に活動し意欲や能力を高めるため、ヴィレステひえ

づを拠点にむらづくりや人づくりを進め、活動が促進される仕組みを

つくるための事業。 

・村のＰＲ情報等をまとめ、情報発信を図る事業 

【具体的な取組】 

・ヴィレステひえづ拠点事業 

・魅力発信事業                       等 

※なお、詳細は日吉津村地方創生総合戦略のとおり。 

③ 事業の実施状況に関する客観的な指標（重要業績評価指標(ＫＰＩ)） 

４の数値目標に同じ。 

④ 寄附の金額の目安 

100,000千円（2020年度～2024年度累計） 

⑤ 事業の評価の方法（ＰＤＣＡサイクル） 

毎年度８月に外部有識者による効果検証を行い、翌年度以降の取組方針を

決定します。検証後は速やかに日吉津村公式ＷＥＢサイト上で公表します。 

⑥ 事業実施期間 

2020年４月１日から 2025年３月 31日まで 

 

６ 計画期間 

2020年４月１日から 2025年３月 31日まで 


